
夏期における泌乳牛への高乾物率 の給与効果TMR

［要約］泌乳牛に給与する 混合飼料 の調製が 日 回夕方の場合、夏期における乾TMR( ) 1 1

、 。 、物率 ％ 給与の乾物摂取量は 乾物率 ％の 給与と比べて変わらない また80 TMR 60 TMR

乳量に変化は認められず、夏期に低下しやすい 脂肪補正乳量、乳脂肪率および全固4%

形分率は向上する。
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［背景・ねらい］

（混合飼料）方式による飼料調製・給与においては、採食性が高まると言う理由TMR

から乾物率 ～ に調製される場合が多い。しかし、夏期には が発熱・変敗し摂取50 60% TMR

量が減少する等の問題が生じている。

これまで、夏期において乾物率を まで高めて を調製した場合、発熱が抑制され80% TMR

るとともに調製後 時間までの採食率が低下しないことを乾乳牛を用いて明らかにした48

（平成 年度 研究成果 。そこで、夏期における 乾物率の違いが泌乳牛の乾物摂取9 TMR）

量および泌乳性に及ぼす影響を明らかにする （要望機関名：飯塚普 ､畜産課 ）。 (H11) (H9)

［成果の内容・特徴］

１．夏期において の調製が 日 回夕方の場合、乾物率 の 給与では、泌乳TMR 1 1 60% TMR

牛は夕方の給与直後の 時間程度の間に集中して採食する傾向が強い。一方、乾物率2

の 給与ではこのような傾向は軽減される（図 。80% TMR 1）

TMR 80% 1 60 TMR２． の乾物率が であっても、 日の乾物摂取量および乳量は乾物率 ％の

と変わらない（表 、表 。1 2）

３．乳成分では、乾物率 の を給与すると、乾物率 ％ギ酸アンモニウム無添加80% TMR 60

の 給与に比べて夏期に低下しやすい 脂肪補正乳量、乳脂肪率および全固形分TMR 4%

率が向上する（表 。2）

［成果の活用面・留意点］

１．夏期（６～９月）の 給与方式における乳成分の低下防止に活用できる。TMR

２．高乾物率 の調製に当たっては、粗飼料は乾草主体とし、ほとんど水分添加はTMR

行わない。

３．高乾物率 の給与により乾物摂取量は変化しないが、現物採食量は低下するたTMR

め、自由に飲水できるような水飲み場所を確保する。



［具体的データ］

注 飼料給与： に設計した を飽食。ドアフィーダ飼槽で給与。) 1 . TDN72.8%,CP14.8% TMR
2. TMR 1 1 16:00 17:00 9:00 DM60%ATF DM80% TMR 17は 日 回 に調製し、 及び翌朝 に給与。 添加および の は、調製から
時間後まで温度変化が無かったのに対し、 無添加の は、調製後７時間（ ）以降に発熱が開DM60%ATF TMR 23:00
始し、以後急激に上昇し１２時間後（ ）には ℃に達し、高熱が維持された｡4:00 46.0

：ギ酸アンモニウム製剤。添加量は 現物当たり とした。 日・頭の に添加した場合のコ3. ATF TMR 0.75% 30kg/ TMR
ストは 円。73.9
試験方法：泌乳盛期を過ぎたホルスタイン種泌乳牛６頭を用い３区×３群のラテン方格法（１期２週）により4.

平成１０年 月 日～ 月 日、１１年 月 ～ 月 日に実施。7 24 9 10 7 16 8 26

表１ 日当たり乾物摂取量（平成１０～１１年 （ ）1 kg）
0.75DM(%) ATF DMI/BW乾 物

摂取量 （ ）%
60 無添加 18.2 13.64
60 添加 18.4 13.84
80 無添加 18.4 13.83

注 ／ （ ：代謝体重当たり乾物摂取量割合) DMI BW %
0.75

）

表２ 乳量、乳成分（平成１０～１１年）
乳量 乳成分DM(%) ATF 4%FCM
(kg) (kg) FAT PRO LAC TMS SNF

(%) (%) (%) (%) (%)
60 無添加 26.3 26.9 4.13 3.23 4.50 12.8 8.72a a a

60 添加 26.4 27.3 4.23 3.27 4.50 13.0 8.76
A

80 無添加 26.5 27.8 4.35 3.24 4.53 13.1 8.75B b b b

注 ：脂肪補正乳量) 1. 4%FCM
：乳脂肪率 ：乳タンパク質率 ：乳糖率 ：全固形分率 ：無脂固形分率2. FAT PRO LAC TMS SNF

3. <0.05 , A B <0.10 S A S / S T A T GLMａ－ｂ：ｐ － ：ｐ 、

［その他］
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図1　TMR摂取量の経時的変化（平成10～11年）

ＤＭ６０％、ＡＴＦ無添加

ＤＭ６０％、ＡＴＦ添加

ＤＭ８０％、ＡＴＦ無添加


